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ど
も
、
催
せ
た
ら
楽
し
そ
う
だ
。

　

本
書
の
根
底
に
は
、
専
門
の
民
族
・
移
民
研

究
を
自
ら
の
出
自
に
当
て
は
め
た
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
探
求
が
あ
り
、
そ
の
点
で
は
社
会

学
的
だ
が
、
表
面
上
は
歴
史
、
民
俗
、
神
社
関

連
の
本
に
見
え
、
考
古
学
的
要
素
も
多
分
に
盛

り
込
ん
で
い
る
。
原
武
史
氏
（
放
送
大
学
教
授
）

が
『
朝
日
新
聞
』
の
書
評
で
、
柳
田
國
男
ら
民

俗
学
者
も
正
面
か
ら
論
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ

た
神
道
と
民
俗
学
の
接
点
に
当
た
る
問
題
、
そ

の
空
白
に
初
め
て
大
き
な
光
を
当
て
た
書
と
、

森
田
喜
久
男
氏
（
淑
徳
大
学
教
授
）
が
書
簡
で
、

時
間
軸
の
変
化
に
関
心
が
あ
る
歴
史
研
究
者
は
、

空
間
的
広
が
り
を
あ
ま
り
考
察
対
象
に
し
な
い
、

そ
の
盲
点
を
つ
い
た
書
と
評
さ
れ
た
。
生
粋
の

民
俗
学
者
や
歴
史
学
者
に
は
、
し
に
く
い
仕
事

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
オ
ビ
に
「
異
色
の
移
住
・

文
化
史
」
と
あ
る
所
以
だ
。

　

郷
土
研
究
を
低
く
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
人

が
い
る
が
、
郷
土
と
郷
土
の
歴
史
を
、
時
に
は

国
境
を
も
越
え
て
結
び
つ
け
て
み
る
と
、
こ
れ

ま
で
中
央
（
国
家
）
の
視
点
で
描
か
れ
て
き
た

歴
史
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
多
様
な
歴
史
が
浮

か
び
上
が
る
。
出
雲
の
創
世
神
話
「
国
引
き
」

に
大
和
は
現
れ
な
い
一
方
、
新
羅
が
出
て
く
る
。

そ
の
新
羅
か
ら
出
雲
、
越こ

し

、
北
関
東
へ
至
る
人

の
移
動
や
文
化
信
仰
伝
播
の
ル
ー
ト
を
、
孤
立

し
が
ち
な
各
地
の
郷
土
史
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
視
覚
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
能
登
と

越
後
、
越
後
と
会
津
、
北
信
・
北
関
東
と
の
つ

な
が
り
な
ど
、
関
連
地
域
の
郷
土
を
越
え
た
人

の
移
動
、
文
化
の
交
流
史
と
も
な
っ
た
。

「
郷
土
史
」を
結
ん
で
見
え
た
も
の

　

本
書
刊
行
後
、
新
聞
連
載
時
に
取
材
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
手
紙
を

頂
い
た
。
仏
壇
の
前
に
置
い
て
先
祖
に
報
告
し

た
と
い
う
佐
渡
浜
田
屋
の
子
孫
、
笹
井
敦
子
さ

ん
。
地
名
・
出い

ず
も雲

壇だ
ん

の
取
材
協
力
か
ら
出
雲

大
社
初
参
拝
ま
で
を
綴
っ
た
「
猪
苗
代
と
出
雲

ゆ
か
り
の
人
々
」
を
同
封
さ
れ
た
会
津
の
小
桧

山
六
郎
さ
ん
。
忘
れ
ら
れ
か
け
た
出
雲
と
の
縁

が
結
び
直
さ
れ
、
育
ま
れ
て
い
る
。
近
い
の
に

お
互
い
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
、
新
潟
県
の
小お

出い
ず
も雲

と
長
野
県
の
小
出
雲
の
人
々
の
交
流
会
な

日
本
列
島
の
各
地
に
、「
出
雲
」の
地
名
が
残
る
の
は
何
故
か
？　
『
朝
日
新
聞
』他
で
大
反
響
！

〝
出
雲
〟の
縁
を
未
来
に
つ
な
ぐ

―
―
『
出
雲
を
原
郷
と
す
る
人
た
ち
』
大
増
刷
に
あ
た
っ
て
―
―

岡
本
雅
享

　

「
列
島
各
地
を
訪
ね
歩
く
長
期
間
の
取
材

は
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
、
実
は
楽
し
か
っ
た
。
再
訪
時
、
次

は
う
ち
へ
泊
ま
れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
た
福
井
県

越
前
町
の
岡
田
健
彦
さ
ん
。
炎
天
下
、
ア
ポ
な

し
、
子
連
れ
で
訪
ね
た
私
を
玄
関
に
招
き
入
れ
、

冷
た
い
カ
ル
ピ
ス
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
広
島
県

三み

次よ
し

市
の
大
井
和
貴
さ
ん
。
新
潟
県
見み

附つ
け

市

の
板
垣
博
義
さ
ん
が
、
昼
食
を
食
べ
る
間
も
な

く
取
材
に
回
る
私
に
ご
馳
走
下
さ
っ
た
出
前
の

ラ
ー
メ
ン
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。
そ
ん
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第
十
四
回
高
校
生
の
部
優
秀
賞
が
、
北
関
東
に

幅
広
く
、
数
多
く
分
布
す
る
氷
川
神
社
の
ル
ー

ツ
が
出
雲
に
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
吉
田
壮
志

君
の
論
文
だ
っ
た
。
冒
頭
に
「
出
雲
に
は
祖
父

宅
が
あ
る
」
と
あ
り
、
本
書
の
元
と
な
る
新
聞

連
載
を
参
考
文
献
に
し
て
い
た
。
関
東
に
住

む
、
そ
の
出
雲
を
原
郷
と
す
る
少
年
に
、
お
祝

い
と
今
後
の
激
励
を
兼
ね
て
本
を
贈
っ
た
と
こ

ろ
、
彼
の
父
が
私
と
同
じ
出
雲
高
校
卒
で
、
し

か
も
同
期
ら
し
い
と
い
う
。
連
絡
を
取
り
合
う

と
、
出
版
社
で
編
集
者
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

先
日
会
っ
て
、
一
緒
に
本
を
作
ろ
う
と
い
う
話

に
な
っ
た
。
出
雲
の
縁
は
絶
妙
だ
。

 

（
お
か
も
と
・
ま
さ
た
か
／
社
会
学
）

▲石川県羽咋郡志賀町出雲の出
雲神社秋祭り（2016 年）

取
材
の
旅
が
結
ん
だ
縁

　

戦
後
、
多
く
の
人
々
が
地
域
共
同
体
か
ら
切

り
離
さ
れ
て
い
く
中
、
郷
土
の
貴
重
な
伝
承
も
、

人
知
れ
ず
途
絶
え
て
き
た
。
私
が
取
材
に
訪

れ
た
こ
と
で
、
南
紀
出
雲
の
吉
田
八
郎
さ
ん
や
、

越
後
斐ひ

太だ

神
社
の
倉
科
信
彦
宮
司
が
、
江
戸
・

明
治
生
ま
れ
の
先
人
か
ら
聞
い
た
出
雲
と
の
縁

に
関
す
る
伝
承
を
（
今
ま
で
誰
も
尋
ね
な
か
っ
た

そ
う
で
）
初
め
て
語
ら
れ
、
同
席
の
家
族
や
隣

人
と
共
有
で
き
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。

出
雲
を
原
郷
と
す
る

人
た
ち

岡
本
雅
享

�

四
六
判　

三
五
二
頁　

二
八
〇
〇
円

地
図
・
写
真
多
数

な
人
々
の
気
持
ち
に
触
れ
て
、
連
載
は

常
に
前
向
き
な
気
持
ち
で
書
け
た
。

　

関
東
で
は
氷ひ

川か
わ

、
久ひ

さ

伊い

ず豆
、
鷲

わ
し
の
み
や宮

神
社
の
存
在
か
ら
本
書
に
興
味
を
も
つ

人
が
多
い
よ
う
だ
。
東
京
都
板
橋
区

が
「
地
域
を
基
盤
に
し
た
民
俗
学
・
歴

史
学
・
考
古
学
」
の
発
展
を
期
し
て
設

け
た
櫻
井
徳
太
郎
賞
。
二
〇
一
五
年
の

忽
ち
増
刷
！


